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令和８年度 孤独・孤立対策の推進に関する取組について 
 

社会福祉法人 北海道社会福祉協議会  

地域福祉部 地域福祉課         

 

１ 北海道社会福祉協議会 第１次中期活動推進計画について 

道社協では、本年４月に令和８年度から令和12年度までの５か年を計画期間とする「第１次

道社協中期活動推進計画」を策定した。 

本計画では、「複雑化・複合化する地域生活課題の対応強化」を重点分野の一つに掲げてお

り、これに基づく事業として孤独・孤立対策に優先的に取り組むこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和８年度の具体的な取り組み 

（１）孤独・孤立を防ぐための情報発信・普及啓発 

①「ほっかいどう孤独・孤立支援ポータルサイト」の運営により、相談窓口や支援機関など

の関連情報を一元的に集約し、情報を発信する。 

②令和８年度全道市町村社協会長・常務理事・事務局長研究協議会において、孤独・孤立対

策の推進について説明を行う。（令和８年６月16日～17日開催済み。） 

 

（２）孤独・孤立に対応する人材の養成 

社会全体で孤独・孤立に対応する機運の醸成と担い手の養成のため、道内各地域で「つな

がりサポーター養成講座」を開催する。 

① 道社協地区事務所単位での実施（振興局単位で14カ所） 

地区事業である「地域支え合い活動推進セミナー」にて実施する。 

講義は、初回地区の開催時に録画し、以降の地区ではこの動画を使用する。なお、実践

報告は地区ごとに調整し、地区内での支援活動について会場にて報告をいただく。 

② 道内市町村社協単位での実施 

「つながりポーター養成講座」の開催地を募集し、実施する市町村社協を選定する。 

道社協にて、講師の選定・依頼及び開催経費（講師旅費、謝金、会場費用）の負担を行い、

開催を支援する。 

 

北海道社会福祉協議会 第１次中期活動推進計画（令和８年～12年）抜粋 

Ⅴ-５-１ 複雑化・複合化する地域生活課題への対応強化 

【事業戦略】 

生活困窮者などへの包括的な支援や総合的な権利擁護支援を強化するとともに、社会的に孤立 

している住民やケアラーなど生活に困難を抱える住民を支援する取組みをより一層推進する。 

【優先的に取組む項目】 

４-３ 孤独・孤立対策の推進 

（1） つながりサポーター養成の全道域の展開 

【成果（成果目標）】 

・孤独や孤立への住民の関心が高まり、つながりサポーターが増えている。 

・つながりサポーター数 R12：累計12,000名 

資料５
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＜「つながりサポーター養成講座」の概要＞ 

 項 目 内  容 

開催目的 

○日常生活の中で孤独・孤立のサインに気づき、適切な声かけや見守りにより、必要

な支援につなげることができる「つながりサポーター」を養成する。  

○孤独・孤立に関する基本的な理解を深め、地域住民や福祉関係者の意識を高めるこ

とで、安心して暮らせる地域づくりを推進する。  

○「つながりサポーター」の取り組みを全道域へ展開するため、地区単位で福祉関係

者等への普及を図り、市町村域における身近な地域福祉活動の推進につなげる。 

参加対象 

①市町村社会福祉協議会役職員 ②行政職員 ③民生委員児童委員 ④町内会関係者 

⑤地域包括支援センター職員 ⑥社会福祉施設関係者 ⑦ＮＰＯ関係者 

⑧ボランティア実践者 等 

内容等 

＜地区事務所単位での実施内容＞ 

〈プログラム〉初回地区は会場で講義。以降の開催地区では、講義部分は動画。 

①行政説明「道内における孤独・孤立対策の推進について」 

説明者 各振興局 保健環境部社会福祉課 

②講義「孤独・孤立に悩む人を取り残さない社会を目指して 

～つながりサポーターの養成～」 

  講師 社会福祉法人 札幌明啓院 理事 

     特別養護老人ホームフローラルさつなえ 施設長 髙谷 敦生 氏 

   ※内閣府作成の共通テキストを用いて現場の話も含めながら説明をいただく。 

③実践報告「孤独・孤立対策の取り組み」 

  報告者 地区内で下記の支援活動等を実践する２団体程度 

町内会等の見守り活動について（訪問）／企業の見守り活動／ひきこもり支援／ 

母子、父子家庭への支援／高齢者サロン／子育てサロン／ケアラー支援／ 

当事者（障がい・依存症）支援／地域食堂／子ども食堂 等 

＜市町村社協単位での実施内容＞ 

〈プログラム〉会場で講義 

講義「孤独・孤立に悩む人を取り残さない社会を目指して 

～つながりサポーターの養成～」 

講師 日本医療大学 ヒューマンデザイン学部 共生社会デザイン学科 

 橋本 達志 氏 

※内閣府作成の共通テキストを用いて現場の話も含めながら説明をいただく。 

※各地域の実情に応じて、各種イベントや実践報告等を組み合わせたプログラム 

で開催が可能。 

その他 

 

 

本講座の受講者には、受講証を発行します。 
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＜地区事務所単位での実施状況（全地区で令和７年度から３年間で１回以上実施）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※↑上記２カ所のほか、 

                                                          開催希望地区を募集。 

  ＜市町村単位での実施状況 令和７年度（実績）＞ 

NO 開催地 受講者数 参考(地区) 

１ 士別市 23名 上川 

２ 富良野市 53名 上川 

３ 清水町 20名 十勝 

４ 鷹栖町 46名 上川 

５ 大空町 43名 網走 

 合計 185名  

 

  ＜市町村単位での実施状況 令和８年度（予定）＞ 

NO 開催地 開催日程(予定) 参考(地区) 

１ 帯広市 ８/29（土） 十勝 

２ 新ひだか町 令和８年８月中旬～下旬 日高 

３ 南幌町 令和８年８月～９月 空知 

４ 湧別町 令和８年９月中旬 網走 

５ 上富良野町 令和８年９月中旬～下旬 上川 

６ 東神楽町 令和８年10月上旬 上川 

７ 砂川市 令和８年11月中旬 空知 

８ 幕別町 令和８年11月中旬 十勝 

９ 天塩町 令和８年11月下旬 留萌 

 

NO 地区 令和７年度(受講者数) 令和８年度(予定) 令和９年度(予定) 

１ 石狩地区 34名 ８/25（火）  

２ 渡島地区 46名 日程調整中  

３ 檜山地区 ― ― 実施予定 

４ 後志地区 ― ― 実施予定 

５ 空知地区 146名 ―  

６ 上川地区 ― 11/16（月）  

７ 留萌地区 85名 ―  

８ 宗谷地区 69名 ９/29（火）  

９ 網走地区 61名 ９/10（木）  

10 胆振地区 ― 11/18（水）  

11 日高地区 53名 ―  

12 十勝地区 211名 ―  

13 釧路地区 71名 ―  

14 根室地区 71名 ９/17（木）  

 合計 847名   
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３ 関係機関（行政）との連携 

・ ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォームへの参画。 

・ 地区事務所単位で開催する「つながりサポーター養成講座」において、各振興局職員から

行政説明を実施。 

・ 孤独・孤立対策の効果的な推進に向けて、各振興局が開催する地域プラットフォーム会議

と「つながりサポーター養成講座」を一部地区で同日に実施する。 

 

４ 令和８年度の事業年間スケジュール   

実施時期 実施内容 

４月 ・つながりサポーター養成講座（地区開催）実施希望調査・講師選定 

・ほっかいどう孤独・孤立支援ポータルサイトによる情報発信（随時実施） 

５月 ・孤独・孤立対策強化月間に関する周知・広報 

・養成講座（市町村社協開催）開催地募集 

６月 ・全道市町村社協会長・常務理事・事務局長会議（16日・17日）での事業説明 

・養成講座（市町村社協開催）開催地選定 

７月 ・養成講座開催準備・案内 

８月 ・養成講座の開催 

９月   〃 

10月   〃 

11月   〃 

12月   〃 

・全道市町村社協事務局長連絡会議（２日） 

講演「生活上の課題を持つ人が日本一少ない町にする 

～伊賀市社協が目指す福祉」（仮）  

講師 三重県伊賀市社会福祉協議会 会長 平井 俊圭 氏 

１月 ・養成講座実施市町村社協へのアンケート 

２月 ・アンケート結果取りまとめ 

３月 ・次年度事業の検討 

 

５ 今後の展開 

・ より実効性のある孤独・孤立対策活動の推進に向けたニーズ把握・調査の実施 

・ 情報発信・普及啓発の充実 

・ 連携機関の拡充 

・ 新たな事業の検討（ステップアップ講座等の開催） 

・ アウトリーチの強化 等 


